
連想式漢字記憶術 第二章 漢字の見方、考え方 

己は、 で、曲がりくねった糸の象形です。糸の先端

を表わしているところから、“はじめ”という意味を表わし

た指事字で、「紀」の本字です。今は、「自己」というよう

に使われていますが、これは仮借です。音はキ、またはコ。 

紀は、己
、
が“おのれ”の意味に使われるようになったため、“糸の先

端”を表わす字として、己
、
に糸
、
を加えて作られた会意形声字です。

音は己
キ

です。“はじめ”が本義ですが、記
、
（しるす）の意味にも使

われます。紀元。紀行。 

記は、糸すじの意味の己
、
と言
、
との会意形声字です。“言

、
葉を糸

、
のよう

に長く続ける”という意味の字で、言葉を整理し、順序立てて“書

きしるす”ことです。記録。記憶。記念は“心にしるす”意味のこと

ばです。 

忌は、“おのれ”の意味の己
、
と心
、
との会意形声字です。“おれがおれ

がという心はいむ
、、
べきである”という意味の字で、“いむ”ことを表

わしました。 

 “心からきらう”“避ける”という意味に使います。忌避
ヒ

。嫌
ケン

忌。 

起は、はじめの意味の己
、
と走
、
との会意形声字です。“走ることのはじ

め”は“立ち上がること”であるという考えで、“立つ”または“おき

る”という意味を表わしたものです。音は己
キ

です。起立。起床。ま

た、己の本義の“始める”という意味にも使います。起工。起算。起

原。 

己 


